
 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
１年生が９月１０日（火）から１１日（水）にかけて国立江田

島青少年交流の家に行き、一泊二日の宿泊研修を実施しま

した。この研修に向けてスローガンを「切磋琢磨」とし、班長

会で決定した「切り替えを意識して、みんなで学び楽しむ」

「５分前行動をする」というルールを心掛けて取り組んできま

した。 

当日は、朝早くから登校している１年生の姿があり、出発式

を終え、バスに乗り込む時、とてもワクワクした表情でした。 

佐伯中を８時半に出発し、約２時間半をかけて目的地に到着しました。 

午前の活動は、カプラ（KAPLA）でした。カプ

ラとは、しおりの中に書いてあった文を引用する

と、1998年にフランスで生まれ、名前の由来は

オランダ語にあるそうです。手のひらに載るほど

の薄くて小さい板を使い、「どの班が一番高く積

み上げることができるか」に挑戦しました。一番

高く積んだ班は、人の背丈を超えるものでした。

高さにこだわらず、美しさにこだわる班もありまし

た。どの班も協力して取り組んでいました。 

午後の活動は、オリエンテーリングでした。班ごとに協力し合

い、活動しました。初めて体験する生徒もいましたが、楽しめた

ようです。高台からの眺めは天気も良くて最高でした。 

そして、夜は１９時から荒代海岸へ行き、海洋研修館の西原

館長のご指導のもと、桟橋からウミホタルを採取して観察する

活動をしました。ウミホタル

は、大きさが２mm くらいで

昼間は海の砂の中に隠れ、夜になるとえさを求めて泳ぎ回るそ

うです。 

生徒は救命胴衣を着用し、仕掛けを海に沈め１５分位待って

から持ち上げると、たくさんのウミホタルを捕獲することができ
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江田島宿泊研修へ行ってきました！ 



ました。刺激を与えると、何匹ものウミホタルが青白い光を放っていました。私は、観察の時間に参

加しましたが、生徒と一緒に感動を味わうことができました。万が一に備え自衛隊の救急車もスタ

ンバイしてもらい、スタッフの方にも見守られ無事に活動を終えました。 

２日目は「カッター研修」を

行いました。カッターは全長９

ｍで重さは 1.5 トンです。学級

ごとに乗り込んで漕艇しました。

オールを握りしめ、職員さんの

指示を受けて漕ぎますが、初め

のうちは指示通りにコントロー

ルすることはぎこちなく、全員

の動きもバラバラでした。しば

らくするとみんなで協力して、

声を掛け合っていくうちにコツ

を掴み、やがてオールが揃い、

スムーズにカッターを漕ぐこと

ができるようになりました。２日間の貴重な体験活動をとおして、一人ではできないことを仲間と協

力して取組み、目標を達成することができました。 

 

 

 

 

３年生の大河駿仁さんが、先日８月１８日（日）に出雲市の島根県立浜山公園球技場で行われ

た中国ブロック大会で、男子団体の部で優勝しました。その結果、１０月５日（土）～７日（月）に佐

賀県の鹿島市陸上競技場において行われるＳＡＧＡ２０２４国民スポーツ大会アーチェリー

競技へ広島県選手団の一員として出場します。 

健康管理等にも留意して、日頃の練習の成果を発揮できるよう活躍して来てください。みんなで

応援しています。 

 
 

 
 
 生徒会執行委員が、生徒アンケート結果をもとに１学期の

課題を報告し、２学期の目標を確認しました。「もっと積極

的に挨拶しよう」「身だしなみをお互いに気を付けよう」な

どを呼び掛けていました。また、「佐伯中に誇れるものがあ

る」と回答した生徒は６０％という報告がありました。 

佐伯中の文化祭は生徒の皆さんが誇れる行事のひとつだ

と思います。今年も楽しみにしています。 

健闘を祈ります！ 

生徒暮会（９月）の様子 


